
権現後（ごんげんうしろ）遺跡特集

萱田の飯綱神社境内には、八千代市文化

伝承館という施設があります。今回は、平

成7年に、この施設の建設に先行して調査

された権現後遺跡について紹介します。

［権現後遺跡の位置】　権現後遺跡は、八

千代市の中央部の萱田に所在し、（現在は、

ゆりのき台の住宅街の一角となっていま

す。）萱田の飯綱神社とその周辺一帯が遺跡

の範囲になります。遺跡の東側には新川が

流れ、小高い台地の上に立地し、飯綱神社

からの眺めはなかなかのものです。ゆりの

き台は、昭和5早年から㈲千葉県文化財セン

ターによって大規模な発掘調査が行われた

地区で、権現後遺跡もその時に大部分が調

査されました。権現後遺跡の周辺にはヲサ

ル山遺跡、北海道遺跡、井戸向遺跡などが

連なり、萱田遺跡群と呼ばれています。現

在のゆりのき台は、20年以上昔の萱田を知

る人にとっては、まさに隔世の感があるで

しょう。

［遺跡の概要］　権現後遺跡は旧石器時代

～近世に至る複合遺跡で、文化伝承館建設

に伴う八千代市の調査では、古墳時代後期

の竪穴住居跡3軒、奈良・平安時代の竪穴

住居跡1軒、近世の溝1条と土坑2基が見

つかりました。㈲千葉県文化財センターで

行われた調査とあわせて時代順に見ていき

たいと思います（次ページ表参照）。

まず、旧石器時代では、6層の石器が出土

した層が見つかり、その中に24か所の石器

集中地点が見つかりました。最も古い層か

らは、篇霹塵嶽岩鼻（約3万年前・次ペー1ジ

参照）が出土しています。

縄文時代では、縄文時代早期“後期の縄

文土器が出土しています。量的には早期の

土器と後期の土器が比較的多く出土してい

ます。中でも早期撚糸文土器（井草Ⅰ式・

約9000年前）は、八千代市内においても最

古級の縄文土器となります。

続く弥生t古墳時代では、弥生時代後期

に市内でも有数の集落遺跡として展開する

時期が訪れます。全体として73軒の竪穴住

居跡、3基の方形周溝墓が検出され、市内

では、92軒が調査された栗谷遺跡に次ぐ規
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模となります。古墳時代前期では、32軒の

竪穴住居跡が調査されました。古墳時代中

期以降、集落の規模が縮小し、竪穴住居跡

数は5軒となります。後期になると10軒の

竪穴住居跡が調査され、八千代市の調査で

新たに3軒の竪穴住居跡が加わり、合計で

13軒となりました。

奈良・平安時代に至ると、再び集落の規

模は拡大し、竪穴住居跡68軒、擁立柱建物

跡21棟が調査されています。伝承館の調査

で更に1軒の竪穴住居跡が調査され、合計

69軒となりました。

権現後遺跡の奈良・平安時代の遺物で注

目されるものは、文字が墨で書かれた土器

（墨書土器と呼ばれています）が多量に出土

していることです。特に長文で人名、年号

が書かれた墨書土器が出土していることか

ら、古代の下総国印旛郡の地域研究に多大

の資料を提供しています。
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1号住居跡出土土器

（奈良・平安時代）S＝1／8

八千代市の調査した奈良・平安の竪穴住

居跡からは、「吉祥」と書かれた墨書土器が

出土しました。また、同じ竪穴住居跡から

藤森語主点」や儲」と言われる仏教用
具が出土したことも注目されます。この竪

穴住居跡は、ムラの中の「お堂」的な性格

があったのかもしれません。

中世以降では、近世の土坑1基と時期不

明の溝跡1条が調査され、八千代市調査で

新たに近世の溝跡1条と土坑2基が加わり、

合計、溝跡2条と土坑3基となりました。

以上、概要を見てきましたが、権現後遺

跡の調査を終え、現在、文化伝承館は飯綱

神社境内に静かにたたずんでいます。飯綱

神社は、八千代市の指定文化財も多くあり、

出土品の一部は、文化伝承館内に展示され

ています。是非、お立ち寄りいただければ

と思います。　　　　（宮澤）

ー編集後記 －

次回 は、村上 の辺田前土地区画

整理事 業の際 に調査 が行 われた

浅間内遺跡の続編 を特集 します。
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